
事 業 主 の 皆 さ ま へ

▶皆保険の維持に向けて、まずは高齢者の原則2割負担の実現
▶必要な公費の拡充。現役世代の負担増に歯止め
▶保険給付範囲の見直しによる医療費の適正化
▶人生100年時代。健康寿命延伸に資する保健事業の推進

健康経営、コラボヘルスをテーマに
｢シンポジウム｣を開催

　健康保険組合では、下記のとおり年に一度、関係者が一堂に会する｢健康保険組合全国大会｣を
開催しています。
　今年度の大会では前半に、健保組合・健保連の要求実現に向けた大会決議によるアピールを行い、
後半に特別企画として、｢健康経営｣や事業主と健保組合が連携する｢コラボヘルス｣をテーマとした
シンポジウムを行います。
　シンポジウムでは、従業員の疾病予防や健康増進対策にご参考となる内容となっておりますので、
是非ご参加いただきますようお願い申し上げます。　

　全国の健保組合関係者約4,000名が出席し、一致団結して健保組合の主張・要望を国会議員や
関係団体をはじめ、マスコミ等を通じて広くアピールすることを目的に毎年開催しています。本年度
は以下の4本のスローガンを掲げています。

健康保険組合全国大会とは

記
令和元年11月22日（金） 12時～15時30分(開場11時)Ⅰ 日時

東京国際フォーラム・ホールＡ （東京都千代田区丸の内3-5-1）Ⅱ 会場

1健保連会長・基調演説
2決議
3厚生労働大臣への決議の手交
4厚生労働大臣挨拶

5政党代表挨拶
6関係団体挨拶
7特別企画
　（シンポジウム）
※裏面参照

Ⅲ 次第

令和元年度健康保険組合全国大会

（健康保険組合全国大会／おもて面）



お問い合わせ先
総務・人事グループ TEL. 03-3403-0915

人生100年時代に向けた保険者の役割

　今、企業では｢健康経営｣や健保組合との｢コラボヘルス｣を推進することにより、従業員が健康
で元気に働ける環境を構築して、労働生産性や企業イメージなどの向上に繋げる動きが広がって
います。
　企業のパートナーである健保組合は、従業員のみならずその家族の健康も守ることで、健康で
元気に働き続けられる高齢者、即ち社会保障の｢支え手｣を増やすことにも貢献しています。
　シンポジウムでは、有識者や健保組合の現場からの声を聞き、｢健康経営｣、｢コラボヘルス｣に
取り組んできた企業の事例紹介や導入にあたっての課題、取り組み後の社内外の効用等につい
てもご議論いただきます。

江崎  禎英氏 経済産業省　商務・サービス政策統括調整官

尾形  裕也氏 九州大学　名誉教授

長谷川 貴彦氏 ワコール健康保険組合理事長

シ ン ポ ジ ス ト

西沢  和彦氏 株式会社日本総合研究所　調査部主席研究員コーディネーター

※申込・参加費は不要です。
　当日は東京国際フォーラム・ホールAの2階受付に直接お越しください。

１ テーマ

2 出演者

3 内　容

シ ン ポ ジ ウ ム

（健康保険組合全国大会／うら面）


